
 
 

2011 年 7 月 21 日 

 

電力使用制限に伴うこの夏の節電対策について 

 

 日本ケミファグループは、東京電力及び東北電力管内における今年夏の供給電力不足の状況に鑑

み、その対応を策定しておりますのでお知らせいたします。 

 

1．基本方針 

 

 本年 7 月 1 日～9 月 22 日における平日午前 9 時～午後 8 時までの間、東京電力及び東北電力管

内のグループ主要拠点における使用電力のピーク消費量を昨年夏比で 15％削減する。 

 

２．主要拠点の主な対策 

 

①大口需要拠点（契約電力 500kW 以上） 

拠点名 主な対策 

日本ケミファ㈱ 

草加事業所/創薬研究所 

（埼玉県三郷市） 

・電力使用機器/設備の一部停止や夜間への運転シフトによる負荷軽減

・照明間引き 

・冷房 28℃設定厳守 

・エレベーター使用の原則禁止 

・デマンドモニター設置/監視 

日本薬品工業㈱ つくば工場 

（茨城県筑西市） 

・消費電力の大きい製剤工程を一部停止 

・工程ごとの輪番操業を行い一部土日祝日へ業務シフト 

・セントラルエアコンを一部停止し個別小型エアコンを導入 

・省電力コンプレッサーの導入 

・照明間引き 

・デマンドモニター設置/監視 

 

②小口需要拠点（契約電力 500kW 未満） 

拠点名 主な対策 

日本ケミファ㈱ 本社 

（東京都千代田区） 

・冷房 28℃設定厳守 

・空調稼働最大能力の 8 割削減設定工事 

・自動販売機一部停止 

・電気ポット/コーヒーサーバー使用禁止（13-16 時） 

・デマンドモニター設置/監視 

・ノー残業デーの拡充と徹底 

日本薬品工業㈱ 茨城工場 

（茨城県稲敷市） 

・生産計画前倒しにより製剤棟稼働率の削減 

・照明間引き 

・デマンドモニター設置/監視 

・製造エリア外の居室の室温管理（室温 28℃） 

・節電推進委員会及び節電サポーター設置による肌理細かい節電活動 

・直射日光のあたる窓への遮光フイルム貼り付け 

         

その他、管内外を問わず、環境省推奨のいわゆる「スーパークール・ビズ」導入、水回りにお

ける温水使用制限、昼休み時間の消灯など、様々な取組みを行っております。 


